
学校を拠点とした公共施設のカタチ
̶新たな価値を見出す公共施設再編̶

千葉工業大学 倉斗綾子

なぜ，「学校を拠点とした…」なのか？

人口と公共施設累計面積の推移 ̶秦野市の場合̶

施設面積削減目標値の設定 ̶秦野市̶ ３１％縮減

201op
テキストボックス
出典：秦野市ホームページ

201op
テキストボックス
出典：秦野市ホームページ



秦野市は所有する
全公共施設の ％ が学校施設
（公立幼稚園，小学校，中学校）
床面積で計算
敷地面積では， ％

秦野市の公共施設の状況

学校を拠点とした公共施設の
再編計画の妥当性を検討

↑新しい施設

↓古い施設

新しい施設→←古い施設

旧耐震基準の時代に建てられた老朽化施設に
学校教育系施設が多い

青森県の公共施設の状況

少子化の進行状況に関わらず，ほとんどの自治体で
公立学校施設（小・中学校など）が公共施設全体の
４～６割程度を占めている。

なぜ学校が公共施設再編において重要なのか

教育施設
約38%

学校施設
38%

全国の児童生徒数・学校数の推移

余裕教室数→約64,000教室
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学校運営協議会制度（H16年より制度化）
学校運営に地域が関わる
ことで，地域と共にある
学校づくりを進める制度

地域・社会総がかりで子育
てや学びの支援を行う時代

H28までに全国の学校の
１割をコミュニティスクール
にする

学習環境の向上に資する学校施設
の複合化の在り方について
～学びの場を拠点とした地域の振
興と再生を目指して～

（平成27年11月）

地域振興と再生を目指した学校施設の複合化

・巨大な容積
・広大な校庭
・体育館，プールなどの付帯設備
・コミュニティからのアクセス
・認知度の高さNo.1

『学校』を活用するメリット

公共施設の再編は「統廃合」ではない。

従来の枠組みや管轄意識を超えた
新たな（将来に向けての）関係づくり

施設名称によらない
利用者の本質的なニーズを見据えた
新たな公共施設づくりの好機

わくわくする公共施設再編とするために…



公共施設再編・複合化の課題

１）管轄・所轄のすみわけ

２）法制度に沿った整理

３）セキュリティ，交流（安心・安全）

自治体の本気度が
試される

地域の本気度が試される

公共施設再編・複合化の課題

３）セキュリティ，交流（安心・安全）
地域の本気度が試される

「地域」を巻き込むには？
本気の議論をさせるには？

ワークショップという手法 「思い込み」の解消

「メリットの創出」



「足す」複合化 「混ぜる」複合化

公共施設再編を
新しい「色」を創り出す機会と考える

これからの世代のために私たちが出来ること

明るい将来，わくわくする未来を見せること
そのために，我々がそれを見ること

with SMILE !!!




